
[No.748]

6・10
Bi-monthly Magazine
  for The People of Tokai

2007年 [平成19年 ]

広報とうかい

人・自然・文化が響き合うまち

Contents [6月の主な話題]

June

●男女の平等な参画を支援します………２

「東海村男女共同参画推進条例」が
制定されました
●平成18年度の財政状況………４

予算執行状況などを
公表します
●村政懇談会を開催します………７

●東海村の農業支援事業を紹介します………８

●ず～むあっぷ｢まちの風景｣………11

●青少年育成体験記（PART.87）―[照沼]田川博さん………12

子ども会活動に携わって

●今どきの青少年（VOL.97）―[舟石川]高橋宏輝さん………13

高校生会に入って

●ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ………14

●いんふぉめーしょん………15

●わが家の子育て奮戦記………20

[須和間]藤原智子さん・響くん・樹くん・聖くん



2 ●● 3

男女の平等な参画を支援します

　

今
回
制
定
さ
れ
た｢

東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例｣

に
、
心
か
ら
応
援
の
言
葉
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
村
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
豊
か
に
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
一
つ

と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
と
早
期
実
現

が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、 

東
海
村

は
豊
か
な
自
然
と
輝
か
し
い
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、 

東
海
村
に
ふ

さ
わ
し
い
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
種
を

ま
い
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
村
民
は
、

こ
の
種
が
芽
を
吹
き
、
美
し
い
花
が
咲
い
て
、
さ
ら

に
実
が
結
ぶ
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
た

だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
て
お
互
い
が
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
が
、

こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た｢

第
２
次
東
海

村
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画（
レ
イ
ン
ボ
ー･

ビ
ジ
ョ

ン
21
）｣

だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
東
海
村

の
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
、

具
体
的
な
道
筋
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

の
条
例
と
行
動
計
画
の
趣
旨
を
理
解
し
、
で
き
る
と

｢

東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例｣

の

制
定
に
当
た
っ
て

元･

東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）立
案
検
討
委
員
会
委
員

村
松　

関せ
き　

憲か

ず

お夫

こ
ろ
か
ら
行
政
側
と
協

働
し
て
、
そ
の
実
現
に

向
か
っ
て
努
力
し
、
着

実
に
進
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

［その壱］
男女の個人としての尊厳が重んじられること。
男女が性別による差別的取り扱いを受けないこと。

あらゆる暴力が根絶されること。
男女が個人として能力を発揮する機会が確保されること。

男女の人権が尊重されること。

［その弐］
従来の制度･慣行が社会活動に及ぼす影響に配慮し、

男女が性別による固定的な役割分担に
とらわれることなく、自立した個人として

その能力を十分に発揮し、自己の意思と責任に基づいて
多様な生き方を選択できるように配慮されること。

［その参］
男女が社会の対等な構成員として、
村における施策と民間の団体における
方針の立案･決定に共同して参画する

機会が確保されること。

［その四］
家庭･学校･地域･職域など社会のすべての分野で、
男女が共同して参画し、責任を分かち合うこと。

［その五］
男女共同参画の推進が

国際的協調の下に行われること。

①家庭･学校･地域･職域など社会のすべての分野

で、性別に基づく差別的な取り扱いを行って

はいけません。

②“セクシュアル･ハラスメント”を行ってはいけ

ません。セクシュアル･ハラスメント（セクハラ）

とは、性的言動や身体への不必要な接触など

によって相手を不快にさせたり、これに反発

した相手に不利益を与えることです。

③“ドメスティック･バイオレンス”を行っては

いけません。ドメスティック･バイオレンス（Ｄ

Ｖ）とは、夫婦や恋人、配偶者だった人など親

密な関係にある相手に対し、身体的･精神的･

性的･経済的暴力を行使することです。

男女の平等な参画を支援します男女の平等な参画を支援します

村では４月１日、｢東海村男女共同参画推進条例｣を施行しました。男女共同参画とは、男女が社会の
対等な構成員として“自分らしく”生き、共に考え、行動し、責任を担うこと――今後は、この条例に
基づき、皆さんの理解と協力を得ながら、｢女性も男性も互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分か
ち合い、性別にとらわれることなく、その個性と能力を十分に発揮できる豊かな社会づくり｣を目指し
ていくことになります。そこで今月は、制定した条例の概要と取り組みなどについて巻頭紹介します。

５ つ の
基 本 理 念

男女の平等な参画を支援します

｢東海村男女共同参画推進条例｣が制定されました

「東海村男女共同参画推進条例｣では、

性別による権利侵害を禁止します。
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●
４
月
１
日
か
ら････････････

自
治
推
進
課
内
に｢

村
民
相
談
室｣

を
設
置
。

ニ
ー
ト
（
若
年
無
業
者
）
等
に
対
す
る
就

労
相
談
の
ほ
か
、
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
な

ど
女
性
が
被
害
者
と
な
る
こ
と
が
多
い
事

案
に
対
す
る
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
役
場

行
政
棟
２
階
に｢

村
民
相
談
室｣

（
☎
282
局

１
７
１
１･

内
線
１
２
７
５
）
を
設
置
し
、

職
員
と
専
門
相
談
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
年
３
回
程
度･･････････････

「
男
の
生
活
工
房
」

「
男
性
の
料
理
教
室
」「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
」
な
ど
、
特
に
男
性
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
、年
３
回
程
度（
期
日
未
定
）

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
８
月
30
日(

木)

午
前････････

「
護
身
術
講
座
」

特
に
女
性
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
の

自
己
防
衛･

護
身
術
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
10
月
13
日
（
土
）････････････

「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
う
か
い
」

｢

東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例｣

の
制
定
を
記
念
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

の
理
解･

普
及
促
進
を
進
め
る
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は

ホ
ル
ム
麻
植
佳
子
さ
ん
（
日
本
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
学
会
理
事
）、
会
場
は｢

独
立
行

政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
テ

ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ｣

（
東
海
駅
東

口
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
12
月
前
後････････････････

「
世
界
の
家
族
〜
カ
ン
ボ
ジ
ア
〜
」

（
男
女
共
同
参
画
講
演
会
）

住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
世
界
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
生
活･

習
慣･

男
女

の
役
割
に
つ
い
て
、
森
本
由
布
子
さ
ん

（
東
海
村
出
身
）か
ら
話
を
伺
う
予
定
で
す
。

ど
こ
か
に
ゆ
が
み
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
男
女
共
同

参
画
と
は
、
女
性
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
男
女
み
ん
な

の
た
め
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
例
え
ば
、
女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
み
ん
な
が
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
男
女
が
家
庭
生
活
と

仕
事
を
両
立
で
き
る
社
会
が
つ
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
の
村
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方･

考
え
方
を

尊
重
し
な
が
ら
、
男
女
関
係
な
く
、
個
人
一
人
ひ
と
り
の

才
能
が
認
め
ら
れ
る
環
境
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
女
性
も
、
村
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ

め
、
自
治
会
長
、
審
議
会
委
員
な
ど
の
権
限
の
あ
る
地
位

に
な
る
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
回
制
定
さ
れ
た｢

東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例｣

が
、
職
場
や
地
方
自
治
体
、
地
域
社
会
、
学
校
、
家
庭
生

活
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
理
解
さ
れ
る
契
機

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
願
っ
て

東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長

船
場　

ア

A
l
i
s
o
n
　
W
a
t
t
s

リ
ス
ン･

ワ
ッ
ツ

　

日
本
は
、
ゆ
と
り
の

少
な
い
社
会
だ
と
思
い

ま
す
。
年
間
３
万
人
の

人
が
自
殺
し
て
い
ま
す
。

第２次東海村男女共同参画行動計画(ﾚｲﾝﾎﾞｰ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ21)に基づく
平成19年度の村の取り組み

お問い合わせは、総務部自治推進課ハーモニー･交流担当（☎282局1711・内線1342）まで。

村、村民、事業者、教育関係者
それぞれの責務を定めました。

東 海 村 役 場

村が進めるすべての施策に

男女共同参画の視点を

導入するとともに、

基本理念に基づく施策を実施します。

村 民 の 皆 さ ん

男女共同参画に関する理解を深め、

家庭･学校･地域･職域などすべての

分野に普及させていくとともに、

村が実施する施策に

協力するよう努めます。

事 業 者 の 皆 さ ん

事業活動において、男女が共同して

参画することができる体制の整備に

積極的に取り組むとともに、

村が実施する施策に

協力するよう努めます。

教育関係者の皆さん

教育が男女共同参画の推進に

果たす役割の重要性を踏まえ、

基本理念に配慮した

教育を行うよう努めます。
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平
成
18
年
度
の
財
政
状
況

村
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
現
在
で
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
お
よ
び
村
債
の
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
地
方
自
治
体
の
会
計
閉
鎖
は
、
２
か
月
の
整
理
期
間
が
あ
る
た
め
に
５
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
は
決
算
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
会
計
閉
鎖
後
、
決
算
監
査
お
よ
び
議
会
の
承
認
を
経
て
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

◆一般会計

村　　税 村民税、固定資産税など皆さ
んに納めていただくお金です。

国　　庫
支 出 金

特別の事業をするための経費
に充てるため、国から支払わ
れるお金です。

繰 越 金 平成17年度から平成18年度へ
持ち越されるお金です。

繰 入 金 特別会計や基金などからの受
入金です。

県支出金
特別の事業をするための経費
に充てるため、県から支払わ
れるお金です。

村　　債 国、県、銀行などからの借入
金です。

地　　方
譲 与 税

国が国税として徴収し、一定
の基準によって村に譲与され
るお金です。

地方消費税
交　付　金

皆さんが納めた消費税の一部
を財源として県から配分され
るお金です。

分担金および
負 担 金

村が行う事業によって利益を
受ける方から、その対価とし
て徴収するお金です。

地方特例
交 付 金

恒久的な減税に伴う村税の減
収の一部を補てんするために
国から配分されるお金です。

そ の 他
利子割交付金、自動車取得税交付金、
地方交付税、交通安全対策特別交
付金、使用料および手数料、財産収
入、寄附金、諸収入などのお金です。

13億7,724万円

13億2,578万4千円（96.3％）

5億8,214万8千円

5億5,925万8千円（96.1％）

3億5,900万円

3億6,372万5千円（101.3％）

6億6,805万6千円

6億6,805万7千円（100.0％）

5億5,401万7千円

3億9,193万6千円（70.7％）

2億870万9千円（97.9％）

2億1,311万4千円

4億4,570万円

3億9,480万円（88.6％）

4億3,965万2千円

4億4,556万1千円（101.3％）

1億3,325万9千円（100.0％）

3億6,929万円

4億3,413万8千円（117.6％）

歳入…平成18年度に収入するものとして決定した額（調定額）です。

合計：179億4,104万2千円（執行率101.7％）

124億9,399万4千円

130億1,581万5千円（104.2％）

125 ５10
（億円）
135

一般会計は、村の会計の中心を成すもので、行政運営の基本的な経費を網羅
して計上している会計です。特別・企業会計で計上される以外のすべての経
理を一般会計で処理しなければなりません。

1億3,325万9千円

調定額（執行率）

予算額
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6億9,212万円

7億697万2千円（102.1％）

5億7,894万7千円（83.6％）

17億8,526万5千円

15億844万6千円（84.5％）

17億4,474万9千円（97.7％）

9,928万5千円

1億65万2千円（101.4％）

5,166万8千円（52.0％）

◆特別会計
特別会計は、国民健康保険、老人
保健、介護保険、公共下水道等、
保険料や使用料など特定の歳入を
財源として、その事業の歳出を賄
うものです。

（億円）
30 20 10

3億7,866万1千円

3億7,866万5千円（100.0％）

3億2,578万5千円（86.0％）

1億5,840万2千円

1億5,840万6千円（100.0％）

1億2,833万円（81.0％）

14億9,318万9千円

13億7,183万4千円（91.9％）

13億2,839万4千円（89.0％）

20億1,540万7千円

20億4,447万3千円（101.4％）

19億7,994万5千円（98.2％）

25億6,343万6千円

27億8,176万2千円（108.5％）

24億6,939万7千円（96.3％）

調定額（執行率）

予算額

負担行為額（執行率）

9,374万円

7,091万4千円（75.6％）

1,425万6千円（15.2％）

298万5千円

186万円（62.3％）

118万2千円（39.6％）

国民健康
保　　険

老人保健

介護保険

介　　護
サービス

駅　　西
区画整理

駅　　東
区画整理

駅西第二
区画整理

中　　央
区画整理

公　　共
下 水 道

須 和 間
霊　　園

教 育 費
小・中学校や幼稚園の運営、
社会教育などに使われるお金
です。

民 生 費
高齢者、障がい者、児童など
を対象とした福祉事業や、保
育所運営に使われるお金です。

土 木 費 道路、公園の整備などに使わ
れるお金です。

総 務 費
全般的な管理事務や財政・財
務管理、徴税、選挙などに使
われるお金です。

衛 生 費
保健衛生、環境衛生、ごみ、
し尿処理などに使われるお金
です。

公 債 費 村が借りた村債の元金や利子
の償還に使われるお金です。

消 防 費 火災、水害予防や消防救助活
動などに使われるお金です。

農　　林
水産業費

農業委員会運営、農林や畜産
業などの振興のために使われ
るお金です。

議 会 費 議会運営などに使われるお金
です。

そ の 他
商工費、災害復旧費、予備費、
諸支出金などに使われるお金
です。

36億6,008万2千円

20億3,234万7千円（92.6％）

21億9,424万9千円

24億4,344万3千円（96.2％）

25億3,899万1千円

18億6,261万2千円（97.0％）

19億2,056万3千円

31億2,222万円（96.2％）

32億4,448万9千円

11億7,592万円（99.8％）

11億7,866万5千円

3億8,642万1千円（97.9％）

3億9,461万2千円

7億2,809万2千円（99.2％）

7億3,380万9千円

2億691万円（98.0％）

2億1,105万2千円

歳出…平成18年度に支出するものとして決定した額（支出負担行為額）です。

合計：169億7,892万8千円（執行率96.3％）

負担行為額（執行率）

予算額

◆一般会計の執行状況 歳入の執行率は101.7％（対前年度比0.6％減）、歳
出の執行率は96.3％（対前年度比1.2％減）となっています。行財政需要
が多種多様化する中、健全財政を堅持しつつ、皆さんに十分な行政サー
ビスを提供することができるよう、今後も事務事業等の見直しを行いな
がら経費削減に努めるとともに、新規事業についても慎重に検討を重ね、
限られた財源の効率的な配分に努めていきます。

（億円）
30 1020

35億1,135万5千円（95.9％）

15億960万8千円（96.8％）

40

15億5,895万8千円
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借 入 先 平成18年３月31日現在高 借 入 額 償 還 額 平成19年３月31日現在高
一般会計 87億7,384万7千円 3億40万円 9億7,164万1千円 81億260万6千円
財務省 57億5,938万4千円 1億2,770万円 6億3,631万1千円 52億5,077万3千円
日本郵政公社 19億6,141万2千円 4,740万円 1億1,300万5千円 18億9,580万7千円
公営企業金融公庫 3億3,339万円 0円 7,143万円 2億6,196万円
銀行等 3億8,916万5千円 1億2,530万円 7,888万円 4億3,558万5千円
全国自治協会 1,061万4千円 0円 783万2千円 278万2千円
環境再生保全機構 1億2,736万円 0円 1,304万円 1億1,432万円
茨城県 1億9,252万2千円 0円 5,114万3千円 1億4,137万9千円
介護会計 4,260万円 0円 1,420万円 2,840万円
茨城県 4,260万円 0円 1,420万円 2,840万円
下水道会計 90億8,470万8千円 2億6,940万円 3億6,164万1千円 89億9,246万7千円
財務省 33億6,044万3千円 5,970万円 1億5,786万3千円 32億6,228万円
日本郵政公社 27億8,959万6千円 9,210万円 8,827万9千円 27億9,341万7千円
公営企業金融公庫 29億3,130万2千円 1億1,760万円 1億1,490万9千円 29億3,399万3千円
銀行等 336万7千円 0円 59万円 277万7千円
合　　計 179億115万5千円 5億6,980万円 13億4,748万2千円 171億2,347万3千円

名　　称 平成19年３月31日現在高
財政調整基金 22億6,531万6,476円
減債基金 13億5,401万957円
奨学基金 1億4,657万8,766円
芸術振興基金 1,000万円
国際交流基金 1,834万312円
地域福祉基金 2億1,129万3,260円
臨界事故事後対策基金 249万8,384円
総合福祉施設運営基金 3,200万1,597円
公立学校施設整備基金 14億989万3,674円
照沼小学校建設基金 3億5,000万円
児童福祉施設整備基金 2億8,589万3,816円
国民健康保険支払準備基金 1億3,265万6,404円
介護給付費準備基金 677万3,162円
緑化基金 1億4,920万8,000円
消防緊急通信指令施設整備基金 6,000万円

合　　計 64億3,446万4,808円

◆村税負担の状況

◆基金
特定の事業を実施する目的で一般会計から分離
し積み立てを行い、必要に応じて取り崩し、使
用していくものです。

◆村の財産
下の金額や面積は、平成19年３月31日現
在で、有価証券や出資の権利の合計金額と
村が所有する建物や土地の合計面積です。

◆ 問 合 せ　企画政策部財務課財政担当（☎282-1711　内線1384）

有価証券、
出資による権利

49億1,638万8千円

建　　物

11万3,163.86㎡

土　　地

138万2,742.40㎡

収入済額 １世帯当たりの負担額 １人当たりの負担額
村税 125億6,945万6千円 91万6,809円 34万5,961円
村民税 23億6,115万4千円 17万2,221円 6万4,988円

個人分 16億6,352万円 12万1,336円 4万5,787円
固定資産税 92億3,396万5千円 67万3,520円 25万4,155円

個人分 9億6,253万6千円 7万207円 2万6,493円
軽自動車税 5,127万7千円 3,740円 1,411円
村たばこ税 2億33万7千円 1万4,612円 5,514円
入湯税 59万3千円 43円 16円
都市計画税 7億2,213万円 5万2,672円 1万9,876円

個人分 7,580万3千円 5,529円 2,086円
※世帯数：13,710世帯　人口：36,332人（平成19年４月１日住民基本台帳）

◆村債 村が特定の施設整備等を行う際に借り入れる資金です。

平成18年度（平成19年３月31日現在）の村税収入を単純に世帯数と
人口で割った１世帯当たりの負担額と１人当たりの負担額です。
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　村では、高齢者や障がい者等が居住する住宅について、

一定のバリアフリー改修工事を行った場合、当該家屋に係る

翌年度の固定資産税を３分の１減額（床

面積100平方メートルを限度）します。

■対象家屋 平成19年１月１日に存在

していた住宅（貸家を除く）

■居住者の要件 ①65歳以上の方②要介護認定または要支

援認定を受けている方③障がい者――のいずれかが居住

■対象となるバリアフリー改修工事 平成19年４月１日

から平成22年３月31日までに工事が完了した、補助金

等を除く自己負担額が30万円以上のもので、①廊下の

拡幅②階段の勾配の緩和③浴室の改良④便所の改良⑤手

すりの取り付け⑥床の段差の解消⑦引き戸への取り換え

⑧床表面の滑り止め――のいずれかの改修工事

■そ の 他 新築住宅および耐震改修等による固定資産税

の減額措置を受けている期間は適用されません。

■申し込み・問合せ 改修工事完了後、３か月以内に工事明

細書や写真、領収書等の関係書類を添付して、総務部税務

課資産税担当（☎282-1711　内線1111）へ申告してください。

　自治会連合会と村との共催による村政懇談会を開催します。村

長からの村政運営方針の説明のほか、皆さんからの村政に対する

ご質問やご提案等に、村の執行部が直接お答えします。開催日は

それぞれ対象地区を設定していますが、いずれの開催日でも参加

できますので、お気軽にご来場ください。

期　日 会　場 対象地区

６月27日（水) 真崎コミュニティセンター
真崎区、舟石川３区、原電滝坂区、
原子力機構荒谷台区

６月28日（木) 石神コミュニティセンター
外宿１区、外宿２区、内宿１区、
内宿２区、竹瓦区

６月29日（金) 村松コミュニティセンター
宿区、照沼区、川根区、原子力機
構太田区、原子力機構箕輪区

７月４日（水) 舟石川コミュニティセンター 舟石川１区、舟石川２区、船場区

７月５日（木) 中丸コミュニティセンター
押延区、須和間区、緑ヶ丘区、南台区、
舟石川中丸区、原子力機構長堀１区、
原子力機構長堀２区

７月６日（金) 白方コミュニティセンター
村松北区、白方区、岡区、豊岡区、
亀下区、百塚区、豊白区、原子力機
構百塚区

●日 程 等 ※時間は、午後７時から９時までとなります。

●問 合 せ　総務部自治推進課村民相談室（☎282-1711　内線1275）

自治会連合会と村との共催による村政懇談会を開催します。村

村政懇談会を開催します

住宅のバリアフリー改修工事に伴う
固定資産税の減額措置

東海村清掃センター非常勤嘱託員の募集
■任　　期 平成 20年３月 31日まで

■勤 務 日 月曜日～金曜日　午前８

時 30 分～午後４時 30 分

■対　　象 60 歳未満の方

■業務内容 プラットホームでの誘導

業務、蛍光管の破砕業務、生ごみ堆
たい

肥
ひ

の製造業務（袋詰め含む）、その

他（資源物関係業務）

■そ の 他 ①報酬額…115,000 円／

月②諸手当…通勤手当③福利厚生…

社会保険・雇用保険④休暇…年次休

暇あり

■申し込み・問合せ ６月 22 日（金）

まで（土・日曜日、祝日を除く）の

午前８時 30 分から午後５時 15 分

までに、履歴書（写真を張り付けた

もの）に必要事項を記入の上、経済

環境部ごみゼロ推進課業務担当（清

掃センター内　☎ 282-7289）へ申

し込みください。

　自治会連合会と村との共催によ
る地域代表者会を開催します。こ
れからの住民自治や地域コミュニ
ティーの形成・役割について、一
緒に考えてみませんか。

日　　時
　６月23日（土）　午後１時15分～
４時30分

場　　所
　東海文化センター

内　　容
　①活動事例発表…石神地区委員
会（農・工・商業部会の活動）、村
松（照沼小学校区）地区委員会（安
全・安心部会の活動）、舟石川中
丸区自治会（自治集会所の建設を
通して）②記念講演…演題／「だれ
もが普通に暮せるまちづくり」　
講師／塙章一さん（歯科医師）

入 場 料
　無料

問 合 せ
　総務部自治推進課自治推進担当
（☎282-1711　内線1341）

第５回地域代表者会を
開催します
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地
域
農
業
の
安
定
と
持
続･

発
展
に
向
け
て

″
東
海
村
の
農
業
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す
〞

経
済
環
境
部
経
済
課
農
業
振
興
担
当

☎
282
局
１
７
１
１（
内
線
１
４
３
３
）

農
業
就
労
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
農
業
収
入
の
低
迷
等
、
わ
が
国
に
お

け
る
農
業
生
産
活
動
の
停
滞
が
全
国
規
模
で
広
が
り
つ

つ
あ
る
現
代―

―

こ
れ
ら
の
問
題
は
村
内
で
も
顕
在
化

し
て
お
り
、
村
で
は
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め

の
数
々
の
支
援
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
の｢

広
報
と
う
か
い｣

で
は
、
新
た
に
取
り
組
む

２
つ
の
事
業
と
、
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
の
２
つ

の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
既
に
農
業
を
営
ん
で
い

る
方
、
農
業
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
や
今
後
何
ら
か
の

形
で
農
業
に
携
わ
っ
て
い
こ
う
と
お
考
え
の
方
は
、
事

業
内
容
を
ご
検
討
の
上
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

収
支
予
算
書
、
加
工
製
造
企
画
書
、
販
売
企
画
書
な

ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
の
決
定　

｢

特
産
品
事
業
ア
イ
デ
ア
選
考
委
員

会｣

で
選
考
の
上
、
採
択
さ
れ
た
加
工
ア
イ
デ
ア
の

提
出
者
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

　

村
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
50
種
類
の
農
作
物（
野
菜
）

を
、
茨
城
県
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証
ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
に
よ
る
有
機
農
産
物
の
認
定
を
受
け
て
村
内
の
畑

地
で
生
産･

出
荷
し
た
場
合
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
４
万

円
（
１
作
物
50
ア
ー
ル
を
限
度
）
を
助
成
し
ま
す
。

■
対

象　

村
内
在
住
の
農
家
ま
た
は
村
民
５
人
以

上
で
組
織
さ
れ
た
、
村
内
農
地
を
30
ア
ー
ル
以
上
耕

作
し
て
い
る
営
農
集
団
（
農
業
法
人
を
除
く
）

　

村
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
使
用
し
た
加
工
ア
イ

デ
ア
に
対
し
、
50
万
円
を
限
度
と
し
て
、
加
工
技
術
習

得
の
た
め
の
講
師
料
、
原
材
料
費
、
備
品
購
入
費
な
ど

を
助
成
し
ま
す
。

■
対

象　

村
内
在
住
の
農
家
（
村
内
で
10
ア
ー
ル

以
上
の
農
業
を
営
む
世
帯
ま
た
は
10
ア
ー
ル
未
満
で

あ
っ
て
も
過
去
１
年
間
の
農
産
物
総
販
売
額
が
15
万

円
以
上
の
世
帯
）
を
３
軒
以
上
含
む
グ
ル
ー
プ
ま
た

は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

■
申
請
方
法　

加
工
ア
イ
デ
ア
に
係
る
事
業
計
画
書
、

安
全･

安
心
な
農
産
物
（
野
菜
）
を

栽
培
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
平
成
19
年
度
新
規
事
業
】安
全･

安
心
な
農
産
物
栽
培
奨
励
補
助

　

村
内
で
新
た
に
就
農
予
定
で
あ
り
、
村
が
あ
ら
か
じ

め
定
め
る
次
の
４
つ
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す
方
を
対

象
に
、
月
額
５
万
円
（
〜
15
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

■
要

件　

①
こ
の
事
業
に
係
る
初
回
申
請
が
茨

城
県
で
定
め
る｢

就
農
計
画
認
定
要
領｣

に
基
づ
く

｢

就
農
計
画
認
定
書｣

の
交
付
を
受
け
て
か
ら
５
年
以

内
で
あ
る
。

②
申
請
時
、申
請
者
の
年
齢
が
満
60
歳
未
満
で
あ
る
。

③
申
請
者
が
村
内
在
住
で
あ
る
か
、
ま
た
は
就
農
時

ま
で
に
村
内
に
住
所
を
有
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
就
農
後
５
年
以
内
に
認
定
農
業
者
（
農
業
経
営
の

規
模
拡
大･

合
理
化
等
の
経
営
改
善
計
画
が
村
に
認

定
さ
れ
た
農
業
者
）
に
な
る
意
志
が
あ
る
。

■
そ

の

他　

助
成
額
は
、
年
齢
や
独
身･

既
婚
等
の

条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

新
た
に
農
業
を
始
め
ら
れ
る
方
を

支
援
し
ま
す
。

【
平
成
18

年
度
継
続
事
業
】
新
規
就
農
者
育
成
補
助

定
年
帰
農
者
等
が
集
ま
っ
て
つ
く
る

農
業
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

【
平
成
18
年
度
継
続
事
業
】
定
年
帰
農
者
等
農
業
グ
ル
ー
プ

農
具
等
購
入
費
お
よ
び
小
型
管
理
機
械
借
上
料
補
助

　

遊
休
農
地
化
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
畑
地
の
耕
作
に

必
要
な
農
機
具
な
ど
の
購
入
費
や
小
型
管
理
機
械
の
借

り
上
げ
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対

象　

村
内
在
住
の
定
年
退
職
者
（
こ
れ
か
ら

定
年
を
迎
え
る
方
を
含
む
）
と
農
業
従
事
者
が
５
人

以
上
集
ま
っ
て
つ
く
る
、
30
ア
ー
ル
以
上
の
畑
を
耕

作
す
る
グ
ル
ー
プ

■
助
成
上
限
額　

農
機
具
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
は
購

入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
20
万
円
を
上
限
に
、
小

型
管
理
機
械
（
５･

５
馬
力
以
内
）
を
借
り
上
げ
る
場

合
は
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
３
万
円
を
上
限

と
し
て
助
成
し
ま
す
。

農
産
物
加
工
品
を
開
発
す
る

グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

【
平
成
19
年
度
新
規
事
業
】
農
産
物
加
工
品
開
発
推
進
補
助
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◆問合せ　福祉部保健年金課地域医療推進担当（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

　入院期間が３か月を越えることはできないと思われている方が多いようです。最近、

こんな出来事があったので、そのお話をします。

■入院期間は３か月とは限りません

もう少しで３か月の入院となる難病の患者様から退院したいとの申し出があり、退

院を許可しました。リハビリを行い、寝たきりの状態から車いすでの生活ができるよ

うになり、本人もご家族も希望が出てきた矢先のことで、私たち医療者にとっても“もう少し”という

気持ちでした。後日、退院を望まれた理由が分かったのですが、｢３か月以上の入院となると、家族が

公的な仕事をしている関係上、特別扱いで入院させてもらっているといううわさが広まり、院長に迷

惑が掛かるから…｣と心配されたからだそうです。患者様とご家族には苦渋の決断だったと思います。

患者様の病気や制度を理解しない世間にがっかりするとともに、私たち職員の士気も下がりました。

リハビリを継続して行う必要があると医師が判断したような場合は、３か月以上入院していただく

こともあります。事実、気管切開チューブ（のどに穴を開けて呼吸ができるように入れた管）を取り除き、

会話や食事ができるようになった３か月以上入院の患者様は何人もいます。医療者としては治療をで

きるところまで行い、継続的なリハビリによって機能が低下しないレベルにまでしたいと思いますが、

長期の療養となる場合には、介護保険サービスを利用するという方法もあります。

病院への上手なかかり方（その21） 村立東海病院院長　大場義幸

検査項目　①問診②胸部聴打診③身体測定（身長･体重･視力･聴力･血圧）④尿検査⑤

血液検査（血液一般検査･生化学検査･血清検査）⑥肺機能検査⑦心電図⑧腹部超音波

検査⑨眼底検査⑩便潜血検査⑪胃部レントゲン⑫胸部レントゲン　※これら以外の

検査を希望するときは、予約時にお気軽にご相談ください。

受診費用　1人 40,000円。※村の国民健康保険に加入の方には受診費用の助成制度

最近、「メタボリック･シンドローム」という言葉をよく耳にしますが、これは、ぽっこりとおなかが出て

いる内臓脂肪型肥満（リンゴ型肥満）に、糖尿病や高血圧、高脂血症などの生活習慣病を持ち合わせている危

険性が高い状態のこと――その発病･進行は、自分は健康と思っている20代･ 30代のときから始まり、自覚

したときには既に生命に危険を及ぼす心筋梗
こうそ く

塞や脳卒中などの疾患になっているということが多いといわれ

ています。自覚症状がない病気を早期発見するには、人間ドックや健康診断を定期的に受けることが大切です。

●村立東海病院の人間ドックは毎週火･木･金曜日（完全予約制）です････････

があり、福祉部保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1132）で手続きを取られると、28,000円の助成が

受けられます。

申し込み･問合せ　毎週火･木･金曜日の各曜日とも、１日に１人（夫婦の場合は２人まで）の完全予約制とな

っています。予約の際は、受診希望日の１週間前までに村立東海病院の受付に直接または電話（☎282-2188）

で申し込みください。

病気を早期発見し、その治療と併せて食生活改善や運動を始めれば重篤な疾患を予

防することができます。特に人間ドックは詳しい検査を多項目にわたって行います

ので、健康診断で異常がない人でも、人間ドックでは異常を見つけられる場合があ

ります。今まで人間ドックを受けたことのない方は、ぜひ一度受けてみてください。

 地域医療を担う

村立東海病院
最近、「メタボリック･シンドローム」という言葉をよく耳にしますが、これは、ぽっこりとおなかが出て

人間ドックについて 
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国
民
年
金

だ 

よ 

り

離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚
し
た
場
合
に
お
け

る
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を

当
事
者
間
で
合
意
し
た
割
合
に
基
づ
い
て
分
割
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
請
求
手

続
き
が
で
き
る
期
間
は
離
婚
か
ら
２
年
以
内
で
、
老
後

に
年
金
を
受
け
る
と
き
は
変
更
後
の
保
険
料
納
付
記
録

を
基
に
計
算
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
手
続
き
に
際
し
て
は
、
所
定
の
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所

(

☎
231
局
２
２
５
１)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
と
き
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
を
経
済
上
の
理
由
か
ら
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
申
請
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
額
は
、
本
人･

配
偶
者
と
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
４
段
階
に
分
け
て
判
定
さ
れ
ま
す
。
免

除
期
間
は
７
月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
ま
で
で
、
期
間
中

は
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
見
な
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
受
給
金
額
は
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
が
過
去
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
２
年
を
経
過
し
た
分
に
つ
い

て
は
加
算
金
が
付
き
ま
す
）。

問

合

せ

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

離
婚
時
の
厚
生
年
金

分
割
と
保
険
料
の
免
除

　

沿
道
の
樹
木
や
枝
が

道
路
に
張
り
出
し
（
写

真
下
）、
通
行
に
支
障

を
来
し
て
い
る
個
所
が

見
ら
れ
ま
す
。
も
し
、

こ
の
よ
う
な
枝
な
ど
が

一
因
と
な
っ
て
交
通
事

故
等
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
樹
木
所
有
者
の

責
任
も
問
わ
れ
る
こ
と

　

村
道
に
は
、
雨
天
時

に
路
面
上
の
雨
水
を
排

除
し
、
人
や
車
両
が
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
設
備
と

し
て
、｢

道
路
側
溝｣

に
な
り
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
通

行
の
支
障
と
な
る
、
道
路
へ
の
樹
木
や
枝
の
張
り
出
し
や

枯
れ
木
の
倒
木
な
ど
は
、
個
人
の
管
理･

責
任
で
伐
採･

枝

払
い
す
る
な
ど
、
早
め
の
処
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
に
土
砂
な
ど
が
た
ま
る
と
、

排
水
機
能
に
支
障
を
来
し
、
あ
ふ
れ
出
し
た
雨
水
が
路
面

や
民
家
敷
地
内
な
ど
を
冠
水
さ
せ
る
被
害
を
出
し
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
、
安
全
な
通
行
を
も
妨
げ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た｢

道
路
側
溝｣

の
流
れ
が
悪
く
な
る
こ
と
で
不

衛
生
と
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
発
生
や
悪
臭
を
放

つ
も
と
と
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
で
は
、
地
域
で
側
溝
清
掃
を
行
う
際
に

必
要
な
道
具
の
貸
し
出
し
、
土
の
う
袋
の
支
給
や
汚
泥
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
屋･

店
舗
敷
地
等

へ
車
両
等
が
出
入
り
す

る
際
の
衝
撃
緩
和
用
と

し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク･

鉄
板

等
（
写
真
下
）
を
路
上
に

設
置
す
る
こ
と
や
、
歩

道･

車
道
に
は
み
出
す
よ

う
に
立
て
て
い
る
看
板

･
幟

の
ぼ
り

な
ど
は
、
道
路
通
行
の
妨
げ
と
な
り
や
す
く
危
険
で

あ
り
、
道
路
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
設

置
物
が
一
因
と
な
っ
て
交
通
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
設
置
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
道
路
か
ら
家
屋
敷
地
等
へ
の
出
入
り
口
に
は
ブ
ロ

ッ
ク
等
を
置
か
ず
、
道
路
法
第
24
条
に
基
づ
く
申
請
手
続

き
に
よ
る〝
歩
道
の
切
り
下
げ
〞
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
看
板
等
に
つ
い
て
は
、
歩
道
に
は
み
出
さ
な

い
よ
う
に
設
置
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
設
水
道
部
道
路
整
備
課
管
理
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
２
３
４
）

み
ん
な
で
使
う

道
路
そ
の
安
全
な

通
行
の
た
め
に

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
伐
採
を
…

地
域
で「
道
路
側
溝
」の
清
掃
を
…

路
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
看
板
の
撤
去
を
…

お
問
い
合
わ
せ
は
…

路上への枝葉張り出し禁止

路上への鉄板等設置禁止
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●“子どもの成長”がプレゼント

●叙勲受章おめでとうございます
春の叙勲と危険業務従事者叙勲が４月29日付けで発令され

ました。村内でその栄誉に輝いたのは、長年にわたり統計調

査にご尽力された小川政勝さん（舟石川在住、元・統計調査

員）と、著しく危険性の高い業務に長年従事した川﨑浩さん

（白方在住、元・村消防司令長）の２人の方。それぞれ「瑞宝

単光章」を受章されました。小川さんは「感謝感激に堪えませ

ん。皆さんのご支援、ご協力のおかげです」と、川﨑さんは「叙

勲の栄誉に驚きを感じています。住民の方の安心な生活に微

力ながら貢献できました」と喜びの声を聞かせてくれました。

母の日を間近に控えた５月10・11日、総合福祉センター

「絆
きずな

」内の児童センターで、就園前の幼児とその母親約40

組が参加し、「母の日プレゼントづくり」が行われました。

絵の具で付けられた子どもたちの手形は、太陽の下で咲き

誇る花やみんなで楽しそうに遊ぶ笑顔に大変身し、リボン

を付けて出来上がり。参加した“母”からは「昨年も参加し

ました。手形を付けるので記念に残るし、何といっても少

しずつ自分で作れるようになっているのがうれしいです」

と子どもの成長が何よりのプレゼントとなったようです。

５月14日、「春の全国交通安全運動街頭キャンペーン」が舟

石川の交差点で行われました。「飛び出さない　君も車も　

自転車も」のスローガンの下、村の交通安全対策協議会など

関係団体役員81人は、子どもと高齢者の交通事故防止や飲

酒運転の根絶、自転車の安全利用の推進などを通勤途中の

ドライバーに呼び掛けました。また、16日には「親子交通

安全教室」が村松幼稚園で行われ、園児たちは指さしで安全

確認をして横断歩道を渡る練習。保護者は乗車中での衝撃

疑似体験をし、シートベルトの必要性を実感していました。

小川さん 川﨑さん

●子どもと高齢者の行動に注意しましょう
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【
俳　

句
】

田
植
終
え
祖
母
と
孫
と
の
た
わ
む
れ
や

東　

海　

片
野　

紀
夫

足
跡
の
窪
み
に
蟻
の
逆
立
て
り

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

さ
ま
ざ
ま
の
旅
立
ち
の
春
尽
き
に
け
り

東　

海　

佐
藤　

と
よ

故
郷
の
う
す
ず
み
桜
凛
と
咲
く

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

芹
つ
み
て
春
の
香
り
を
味
わ
え
り外　

宿　

照
沼
あ
や
子

し
た
た
か
に
生
き
て
ゆ
け
よ
と
春
の
雷

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

吊
る
し
の
ぶ
簾
に
あ
い
て
さ
わ
や
か
に

村　

松　

正
木　

幹
夫

鯉
の
ぼ
り
谷
間
に
泳
ぐ
観
光
地

外　

宿　

西
山　

純
一

あ
ざ
み
咲
く
参
道
登
り
古
寺
へ
と白

方
中
央　

根
本　
　

武

つ
ぐ
み
来
て
控
え
め
な
客
と
帰
り
お
り

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

花
の
下
黄
泉
よ
り
来
た
る
人
に
遇
ふ

村　

松　

松
本　

正
勝

風
さ
わ
ぎ
思
わ
ず
羽
織
る
春
シ
ョ
ー
ル

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

子
ど
も
会
活
動
に
携
わ
っ
て
14
年
に
な
り
ま
す
。
学
区

会
長
の
順
番
が
加
入
し
て
い
る
子
ど
も
会
に
回
っ
て
き
た
の

を
引
き
受
け
て
以
来
、
育
成
者
、
指
導
者
と
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
初
め
に
引
き
受
け
た
き
っ
か
け
は
と
い
う
と
、

子
ど
も
が
参
加
す
る
の
だ
か
ら
、
親
も
一
緒
に
楽
し
み
、
子

ど
も
の
活
動
や
成
長
を
見
て
い
こ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
会
活
動
の
基
本
は
単
位
子
ど
も
会
で
す
が
、
そ

の
上
部
組
織
と
し
て｢

東
海
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会｣

（
通

称｢
村
子
連｣

）
が
あ
り
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
親
睦

球
技
大
会
や
絵
画
教
室
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
子
ど
も
に
自

主
性
を
養
っ
て
も
ら
う
た
め
、
事
前
に
グ
ル
ー
プ
研
修
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
飯
ご
う
炊
飯
の
食
材
を
自
由

に
決
め
、
研
修
会
当
日
に
は
自
ら
買
い
物
と
調
理
を
行
っ

て
食
べ
る
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

初
め
て
包
丁
を
持
つ
子
も
い
ま
す
し
、
薪
か
ら
火
を
お
こ

す
の
に
苦
労
す
る
子
も
い
ま
す
が
…
。

　

｢

村
子
連｣

で
は
、
子
ど
も
の
た
く
ま
し
い
成
長
に
は

〝
仲
間
集
団
〞
と〝
異
年
齢
集
団
〞
が
不
可
欠
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
中
で
基
本
的
な
こ
と
は
、
日
常

生
活
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
れ
は
、

家
の
手
伝
い
で
の
生
活
体
験
で
あ
っ
た
り
、
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
る
自
然
体
験
、
そ
し
て
異
年
齢
社
会
で
の

社
会
体
験
で
す
。
社
会
的
な
行
動
を
小
さ
い
時
か
ら
き
ち

ん
と
身
に
付
け
、｢

人
間｣

へ
と
成
長
す
る
た
め
に
、
家
庭

で
は
で
き
な
い
体
験
を
子
ど
も
会
が
大
き
な
役
割
と
し
て

果
た
し
、
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
社
会
の
変
化
は
大
人
の
生
活
を
も
大
き

く
変
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
地
域
生
活

や
活
動
は
無
く
な
り
、
日
々
の
生
活
は
家
庭
と
職
場
を
行
き

来
す
る
だ
け
で
成
り
立
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
治
会
や
子

ど
も
会
な
ど
地
域
組
織
へ
の
加
入
率
が
低
下
し
て
い
る
の

も
、
と
り
わ
け
加
入
し
な
く
て
も
生
活
が
成
り
立
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
は
、
人

間
関
係
な
り
、
ど
ん
な
体
験
が
必
要
か
を
大
人
が
認
識
し
、

そ
し
て
協
力
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

単
位
子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に
行
う
に
は
、
大
人
側
に

も
一
定
の
知
識･

技
術･

力
量
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
確
か

で
す
が
、そ
れ
ら
を
兼
ね
備
え
た
人
な
ど
多
く
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
東
海
村
に
は
高
校
生
会
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
、

年
齢
的
に
も
子
ど
も
に
近
い
目
線
で
耳
で
そ
の
心
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
何
よ
り
も
日
夜
研
修
に
励
み
、

子
ど
も
会
活
動
に
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
い

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
今
後

と
も
、
子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
け
ま
す
よ
う
、

地
域･

家
庭･

学
校
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＰＡＲＴ. ８７

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

子ども会活動に携わって
東海村子ども会育成連合会副会長

照沼　田
た が わ

川　博
ひろし

   

AED(自動体外式除
細動器)を使った
救命講習を受ける
今月のエッセイス
ト･田川さん
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ＶＯＬ .  ９７

今どきの

青少年

　

高
校
生
会
に
入
会
し
て
、
早
く
も
２
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
前
期
は
会
長
と
な
り
、
気
持
ち
を
あ

ら
た
め
て
、
昨
年
度
よ
り
も
気
合
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
の
目
標
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

一
、
多
く
の
派
遣
に
参
加
し
、
多
く
の
人
と
ふ
れ

あ
い
、
自
分
自
身
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
昨

年
度
は
、
学
校
の
都
合
上
、
参
加
す
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
し
っ
か

り
派
遣
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

二
、
今
年
度
一
番
大
き
な
行
事
で
あ
り
、
メ
ー
ン

で
あ
る｢

友
情
の
船｣
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
向

け
て
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
自
分
に
と
っ
て｢
友
情
の
船｣

は

不
安
で
も
あ
り
、
希
望
で
も
あ
り
ま
す
。｢

小

･

中
学
生
を
ま
と
め
ら
れ
る
か
？｣
と
か
、｢

自

分
だ
け
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
の
で
は
な

く
、
一
緒
に｢

友
情
の
船｣

に
参
加
す
る
周
り
の

人
た
ち
す
べ
て
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

か
？｣

と
い
う
不
安
。
す
べ
て
を
や
り
遂
げ
た
と

き
の
達
成
感
や
喜
び
を
得
る
と
い
う
希
望
。
自

分
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
が
入
り
混
じ
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
は
不
安
の
方
が
大
き
い

の
で
す
が
…
事
前
研
修
に
し
っ
か
り
参
加
し
、
自

分
が
す
る
べ
き
仕
事
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と

で
、
希
望
の
方
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
今
後
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
、
自
分
の
私
生
活
で
も
言
え
る
こ
と
な
の
で
す

が
、｢

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ｣

と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
に
対
し
、
今
ま
で
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
の

指
導
、
そ
し
て
人
と
の
接
し
方
を
指
導
し
て
下
さ

っ
た
先
生
や
先
輩
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
自
分

の
中
で
し
っ
か
り
消
化
し
、
今
後
の
た
め
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。「
い
つ
も
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
自
分
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

四
、「
あ
い
さ
つ｣

を
し
っ
か
り
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。「
あ
い
さ
つ｣

は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
上
で
の
基
本
中
の
基
本

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
し
っ
か
り
自

分
の
中
に
留
め
て
実
行
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

以
上
、
４
つ
の
こ
と
を
実
践
し
、
充
実
し
た
素

晴
ら
し
い
時
間
に
し
、
後
輩
の
模
範
と
な
れ
る
よ

う
な
し
っ
か
り
し
た
先
輩
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　

【
短　

歌
】

つ
れ
づ
れ
の
朝
の
散
歩
に
鶯
の
初
音
聞
き
た
る
藪
か
げ

の
道 

村　

松　

高
橋　

正
弘

春
の
日
を
夫
と
一
緒
に
花
見
し
て
虚
空
蔵
尊
の
堂
に
参

り
ぬ 

船　

場　

村
上
よ
り
子

東
風
受
け
て
夏
の
収
穫
楽
し
み
に
鍬
振
り
上
げ
る
小
さ

き
菜
園　
　
　
　
　
　
　
　
　

外　

宿　

小
林
美
代
子

水
温
る
み
風
に
さ
そ
わ
れ
里
山
に
草
摘
め
る
人
今
年
は

孫
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

宿　

村
上　

文
江

暗
雲
の
に
わ
か
に
流
れ
葉
桜
の
木
々

を
揺
ら
し
て

八
十
八
夜
過
ぐ 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

た
よ
り
な
き
手
足
と
な
り
し
身
な
れ
ど
も
強
く
生
き
ん

と
マ
ッ
サ
ー
ジ
受
く 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

見
わ
た
せ
ば
ひ
か
り
輝
く
新
緑
に
五
月
風
吹
き
山
は
笑

へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　

台　

根
本
内
俊
男

緑
の
日
ひ
さ
し
ぶ
り
に
と
行
楽
地
人
波
を
み
て
早
々
帰

る 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

愛
犬
の
毛
を
集
め
お
り
巣
づ
く
り
に
懸
命
な
鳥
お
だ
や

か
な
朝 

東　

海　

片
野　

紀
夫

様
々
な
緑
の
色
が
織
な
し
て
春
の
い
ろ
徐
徐
に
広
が
り

を
見
せ 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

病
み
な
が
ら
尽
力
し
人
佐
太
郎
の
歌
碑
建
立
を
待
た
ず

し
て
逝
く　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

み
仏
の
御
指
ふ
れ
み
し
安
ら
ぎ
に
己
が
煩
悩
抜
け
ゆ
く

ご
と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
和
間　

柴
山　

靖
子

目
に
見
え
ぬ
風
に
な
び
け
る
雪
柳
春
告
ぐ
る
ご
と
枝
々

青
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

　
　

【
川　

柳
】

ア
メ
リ
カ
は
な
ん
で
米
な
の
飴
が
い
い

白
方
中
央　

関
口　
　

満

高校生会に入って
水城高等学校2年　東海村高校生会前期会長

舟石川　高
た か は し

橋　宏
ひ ろ き

輝

エッセー頑張る
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「たんぽぽの会」による
おはなし会
毎週土曜日（第５土曜日を

除く）の午後２時から３時

まで、おはなしコ―ナーで、

絵本の読み聞かせ、手遊び

などを行います。

休館日
６月11日（月）

　　18日（月）～ 29日（金）

　　　（蔵書点検のため）

７月２日（月）・９日（月）

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

読
書
感
想
文
の
課
題
図
書
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

　

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

図
書
が
、
図
書
館
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
入

り
ま
し
た（
小
学
生（
高
学
年
）・
中
学
生
・
高
校
生
対

象
課
題
図
書
は
図
書
館
の
み
）。
９
月
２
日（
日
）
ま
で

は
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
１
人
１
冊
、
４

日
間
ま
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
小
学
生（
低
学
年
）対
象
課
題
図
書

　

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く
』

西
本
鶏
介
作
／
鈴
木
出
版

　

『
ハ
キ
ち
ゃ
ん
の「
は
っ
ぴ
ょ
う
し
ま
す
」』

薫
く
み
こ
作
／
佼
成
出
版
社

『
ぼ
く
の
パ
パ
は
お
お
お
と
こ
〜
せ
か
い
い
ち
の
パ

パ
が
い
る
ひ
と
み
ん
な
に
〜
』

カ
ー
ル
・
ノ
ラ
ッ
ク
文
／
セ
ー
ラ
ー
出
版

　

『
は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が
い
る
』

姉
崎
一
馬
文
／
ア
リ
ス
館

●
小
学
生（
中
学
年
）対
象
課
題
図
書

　

『
り
ん
ご
あ
げ
る
ね
』　

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ
作
／
童
心
社

　

『
ピ
ト
ゥ
ス
の
動
物
園
』

サ
バ
ス
テ
ィ
ア
・
ス
リ
バ
ス
著
／
あ
す
な
ろ
書
房

　

『
ゆ
り
か
ご
は
口
の
中
〜
子
育
て
を
す
る
魚
た
ち
〜
』

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
井
淳
史
著
／
ポ
プ
ラ
社

　

『
干
し
柿
』　
　
　
　
　
　

西
村
豊
文
／
あ
か
ね
書
房

●
小
学
生（
高
学
年
）対
象
課
題
図
書

　

『
七
草
小
屋
の
ふ
し
ぎ
な
わ
す
れ
も
の
』

島
村
木
綿
子
作
／
国
土
社

■開館時間 午前10時～午後７時　

※展示の最終日は、午後３時までと

なります。

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラ

リー（☎287-3680）

第17回アートフラッグ展第17回アートフラッグ展第17回アートフラッグ展
７月８日（日）～７月14日（土）

ＳＴＡＴＩＯＮ

　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

　絵が大好きで、かつ技術の向上を目指す、村
内在住者を中心としたグループの展覧会。会員
の中には、県芸術祭などに出品し、入賞入選し
ている人も多数います。毎年好評の小作品コー
ナーでは、「朝」をテーマに、会員が思い思い
に表現します。どうぞお楽しみください。

　

『
両
親
を
し
つ
け
よ
う
！
』

ピ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
作
／
文
研
出
版

　

『
平
和
の
種
を
ま
く
〜
ボ
ス
ニ
ア
の
少
女
エ
ミ
ナ
』

大
塚
敦
子
文
／
岩
崎
書
店

『
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
冒
険
だ
〜
エ
ベ
レ

ス
ト
に
登
る
の
も
冒
険
、
ゴ
ミ
拾
い
も
冒
険
！
〜
』

野
口
健
著
／
学
研

●
中
学
生
対
象
課
題
図
書

　

『
レ
ネ
ッ
ト
〜
金
色
の
林
檎
〜
』

名
木
田
恵
子
作
／
金
の
星
社

　

『
一
億
百
万
光
年
先
に
住
む
ウ
サ
ギ
』

那
須
田
淳
作
／
理
論
社

『
世
界
一
お
い
し
い
火
山
の
本
〜
チ
ョ
コ
や
コ
コ
ア

で
噴
火
実
験
〜
』 

林
信
太
郎
著
／
小
峰
書
店

●
高
校
生
対
象
課
題
図
書

　

『
て
の
ひ
ら
の
中
の
宇
宙
』川

端
裕
人
著
／
角
川
書
店

　

『
ぼ
く
た
ち
の
砦
』

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
ア
ー
ド
作
／
評
論
社

『
泣
き
虫
し
ょ
っ
た
ん
の
奇
跡
〜
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
将
棋
の
プ
ロ
へ
』 

瀬
川
晶
司
著
／
講
談
社
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募集

平成 19 年５月１日現在
前月比

世帯数 13,427 世帯  ＋ 59
総人口 36,067 人 ＋ 60
　男 18,118 人 　＋ 36
　女 17,949 人 ＋ 24

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

6・10 号／お知

クアップ／ Jun.

　

ら
せ

ピ
ッ

　平成20年１月13日（日）に開催する「2008成人
の集い」の企画・運営を行う実行委員を募集し
ます。思い出に残る手作りの集いをプロデュー
スしてみませんか。
■対　　象 昭和62年４月２日から昭和63年
４月１日までに生まれた村内在住の方で、
実行委員会（８月から12月に５回程度開催）
に出席できる方（10人程度）

■申し込み・問合せ　７月31日（火）までに、
教育委員会社会教育課生涯学習担当（内線
1425）へ申し込みください。

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

県政ふれあいバスに参加しませんか
　県政ふれあいバスは、
茨城県の施設等の見学を
通して、県政に対する理
解と関心を深めてもらう
ことを目的に実施するも
のです（全６コース）。

親子ふれあいコース
■期 日 等 

■対　　象 県内在住の小・中学生とその保護
者（子どものみ、大人のみは不可）

一般コース
■期 日 等 

■対　　象 県内在住で15歳以上の方（中学生
は除く）

定　　員
　各コース30人　※申し込み多数の場合は抽選

そ の 他
　①昼食、飲み物、筆記用具等は各自でご用意
ください。②雨天決行とします。

申し込み・問合せ
　往復はがきに希望コースと参加者全員（は
がき１枚につき４人まで）の住所・氏名・年
齢・性別・職業（学年）・電話番号を記入の上、
①親子ふれあいコース…６月29日（金）②一般
コース…７月20日（金）までに、茨城県県北地
方総合事務所県民生活課県政ふれあいバス担当
（〒310-0802　水戸市柵町1-3-1　☎225-2490）へ
申し込みください。　※同一コースへの複数の
はがきによる申し込みはできません。

参加
費

無　
料

期　日 場　所
Ａ ７月24日（火）畜産センター・つくばへリポート

Ｂ ７月26日（木）ＪＡＸＡ（筑波宇宙センター）・霞ヶ浦環境科学センター

Ｃ ８月８日（水）ワープステーション江戸・つくば国際会議場

期　日 場　所

Ａ ８月21日（火）ひたちなかインフォメーションセンター・常陸那珂港・Ｊ－ＰＡＲＣ

Ｂ ８月23日（木）茨城県陶芸美術館・笠間芸術の森公園・工業技術センター窒業指導所
Ｃ ８月29日（水）吉田正記念館・天心記念五浦美術館

　この体操は、主に介護予防とリハビリを目的に
行うもので、「いつでも、どこでも、誰にでも」で
きるところが特徴です。お気軽にご参加ください。
■日　　時 ６ 月13日（水）・27日（水）、 ７ 月11日
（水）・25日（水）、８月９日（木）・24日（金）、９月７
日（金）・21日（金）、10月12日（金）・24日（水）、11月
７日（水）・21日（水）、12月５日（水）・27日（木）、平
成20年１月16日（水）・30日（水）、２月13日（水）・27
日（水）、３月３日（月）・26日（水）　午前11時～正午

■場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」
■問 合 せ 高齢者センター（☎282-4300）

シルバーリハビリ体操参加者募集参加
費

無
料

■活動日時 毎月第１・２土曜日　午前10時～正午
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の幼稚園児から小学生ま
での方（若干名）
■会　　費 1,300円／月
■問 合 せ 藤田亜希子さん（☎283-2241）

「2008成人の集い」実行委員募集！

子供絵画サークル会員募集
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ふるさと女性大学「葦の会」学生募集

　総合福祉センター「絆
きずな

」ふれあいロビー（ふれあい
広場）では、毎月１回、楽器演奏などによるコンサー
トを実施しています。お気軽にご応募ください。
■対　　象 月曜日から金曜日の午後０時30
分から１時までの間で出演可能な方

■そ の 他 開催日程は、ご相談の上決定しま
す。また、出演の際に必要となる楽器等は
各自でご用意ください。

■申し込み・問合せ 東海村社会福祉協議会地
域福祉推進係（☎282-2804）へ申し込みください。

ふれあい広場ボランティア募集

　暮らしに役立つテーマを中心とした講座を
通じて、ふるさとづくり活動の中心となる女性
リーダーを育成する、ふるさと女性大学「葦

あし

の
会」の学生を募集します。
■期　　日 ７月13日（金）、８月８日（水）、９
月18日（火）、10月17日（水）、11月16日（金）、
平成20年１月17日（木）　※全６回
■場　　所 茨城県総合福祉会館（水戸市千波
町1918）
■対　　象 村内在住の女性
■受 講 料 1,000円／人（資料代）
■申し込み・問合せ ６月19日（火）までに、経
済環境部経済課農業振興担当（内線1435）へ
申し込みください。

ふるさと女性大学「葦の会」学生募集

■期　　日 ６月23日（土）
■時　　間 午前８時30分から随時受付
■場　　所 阿漕ヶ浦公園
■対　　象 村内在住の方
■そ の 他 ①スティック・ボール等は事務局
で用意します。②昼食は各自でお持ちくださ
い。③雨天時は、６月24日（日）に順延となり
ます。④順位賞・参加賞を用意しています。

■申し込み・問合せ 東海村高齢者クラブ連合
会事務局（東海村社会福祉協議会内　☎282-2804）

グラウンドゴルフ大会参加者募集参加
費

無
料

　ブックスタートとは、絵本を通して乳幼児の
健やかな心と言葉をはぐくむとともに、親子で
過ごす楽しいひとときを応援する活動です。一
緒に活動してみませんか。
■活動日時 ５か月健診時（月１回、主に水曜
日）　午後１時～３時

■場　　所 保健センター
■対　　象 赤ちゃんと絵本が好きな方
■内　　容 各親子への絵本の読み聞かせなど
■そ の 他 ６月27日（水）、７月４日（水）にも
実施しますので、ぜひ一度ご覧ください。

■申し込み・問合せ　７月10日（火）までに、村
立図書館（☎282-3435）へ申し込みください。

ブックスタートボランティア募集

■日　　時 ①クラス…６月30日（土）、７月７
日（土）・14日（土）　②クラス…７月１日（日）・
８日（日）・15日（日）　午後２時～３時30分

■場　　所 東海馬事苑
■対　　象 村内在住・在勤・在学で中学生以
上の方（各クラス先着６人）

■内　　容 ①クラス（初心者）…馬の乗り降り、
歩き方、馬装具の知識など　②クラス（中級者）
…馬に関する知識の確認、騎乗レッスンなど

■参 加 費 ①クラス…3,000円／人　②クラ
ス…4,500円（会場使用料、傷害保険料代）

■申し込み・問合せ ６月13日（水）午前９時か
ら22日（金）午後５時までに、参加費を添えて
総合体育館（☎283-0673）へ申し込みください。

乗馬教室参加者募集

■活動日時 毎月第４金曜日　午前９時30分～正午
■場　　所 村松コミュニティセンター
■募集人数 先着10人
■講　　師 神永悦子さん
■会 費 等 2,000円（年会費）、1,000 ／月
■申し込み・問合せ ６ 月13日（水）か ら18日
（月）の午前８時から10時までに、神永悦
子さん（☎282-2517）または西恵子さん（☎
282-1743）へ申し込みください。

茶道クラブ「いちえ会」会員募集

■活動日時 毎月第１・２土曜日　午前10時～正午
■場　　所 中央公民館
■募集人数 若干名
■会　　費 1,400円／月（材料費別）
■問 合 せ 竹沢智子さん（☎285-5981）

アート絵手紙サークル会員募集

診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
10日(日) 村立東海病院 282-2188
17日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141
24日(日) 村立東海病院 282-2188

６月の休日診療日程
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今すぐできる防犯対策
「鍵掛け・声掛け・心掛け」

　村では、在宅サービスを受けた際の費用の一
部を助成します。
■対 象 在宅で介護保険のホームヘルプサ
ービス、デイサービス、ショートステイサービ
ス、訪問入浴サービスなどを受けた方、または
生計中心者が所得税非課税世帯に属する方

■助成金額 利用した在宅サービス費用の10
分の７

■申し込み・問合せ 福祉部介護福祉課に備え
付けの申請書に必要事項を記入し、①生計
中心者の源泉徴収票の写し②確定申告書の
写し③村県民税課税（非課税）証明書――の
いずれかを添えて、福祉部介護福祉課高齢
支援担当（内線1162）へ申し込みください。

在宅サービス利用料助成の申請手続き

　平成19年１月から４月末までで、村内で発

生した刑法犯罪は152件（対前年度比31件増）で

あり、うち69件（対前年度比９件増）は、乗物盗、

車上ねらい、空巣等、皆さんの身近で起こる

街頭犯罪です。日ごろから防犯対策を心掛け

るとともに、あやしい人を見掛けたら、すぐ

に警察へ連絡してください。

対　　策

●自宅の防犯対策…①家の窓すべてに鍵と補助

鍵を設置する。②トイレや浴室の窓に格子を

取り付ける。③２階以上への侵入の足場をつ

くらない。④敷地周りの死角をなくす。

●車の防犯対策…①車を離れるときは、鍵を抜

き、ドアロックをする。②見える場所にバッ

グ等を置かない。③人目の付かない場所へ駐

車しない。

問 合 せ

　ひたちなか西警察署東海地区交番（☎

287-0110）

　郷土茨城づくりに貢献する地域青年リーダー
養成研修の参加者を募集します。
■研修期間 ８月～平成20年３月
■対　　象 県内在住・在勤・在学で20歳以
上40歳未満の方（20人程度）

■内　　容 ①国内研修…リーダー研修、事業
の企画研修など（８日間）　②海外研修…国
際理解・国際協力などの研修（６日間）

■参 加 費 10万円／人
■申し込み 青少年センター備え付けの申込書に
必要事項を記入の上、６月30日（土）までに、青
少年センター（☎282-7049）へ申し込みください。

■問 合 せ 茨城県女性青少年課青少年グルー
プ（☎301-2183）

エトセトラ

「いばらき若者塾」参加者募集

■試 験 日 ８月29日（水）
■試験会場 常磐大学または霞ヶ浦高校
■願書の請求 願書は、茨城県保健福祉部生活
衛生課および県内の保健所で配布していま
す。郵送を希望する方は、返信用封筒（角型
２号に140円切手を張り、あて先を明記の上、
朱書きで「製菓衛生師試験受験願書希望」と記
入したもの）を同封し、茨城県保健福祉部生
活衛生課食の安全対策室（〒310-8555　水戸
市笠原町978-6）へ請求してください。
■申し込み ７月19日（木）・20日（金）に、本人
または代理人が、県内の保健所へ直接願書を
お持ちください。
■問 合 せ 茨城県保健福祉部
生活衛生課食の安全対策室（☎
301-3424　ホームページhttp://
www.shoku.pref.ibaraki.jp）

茨城県製菓衛生師試験の実施について

■期　　日 11月３日（土）・４日（日）開催予定
■対　　象 村内在住・在勤・団体会員の方　※営利目的の団体は
ご遠慮ください。
■そ の 他 ①行事により参加条件が異なりますので、事務局へ
お問い合わせください。②新規行事団体・連盟以外の一
般募集で継続参加する団体の方も申し込みください。
■申し込み・問合せ　６月30日（土）までに、①展示・催事
部門…石田正久さん（東海村文化祭実行委員会事務局長
☎283-1164）②芸能部門…大高義雄さん（東海村文化祭実
行委員会総務担当　☎282-2293）へ申し込みください。

東海村文化祭2007の参加者を募集します
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　いろいろな種目の体験や模擬店など、SCスマ
イルTokai（地域総合型スポーツクラブ）が開催する
スポーツの祭典です。ぜひお越しください。
■日　　時 ６月17日（日）　午前９時～午後５時
■場　　所 総合体育館
■内　　容 エアロビクス・スポーツ吹き矢・弓
道・輪投げ・ラージボール卓球・ニュースポーツ

■参 加 費 会員…無料、一般…100円
■申し込み・問合せ SCスマイルTokai事務局
（総合体育館内　☎297-4370）

　村では、３歳児から５歳児を幼稚園に通園さ

せている世帯の保育料（入園料を含む）を一部減

免する補助事業を行っています。

●内　　容

●対　　象 村内在住の３歳児から５歳児を村

立または私立の幼稚園に通園させている世帯

●申し込み 村内の幼稚園に備え付けの「保育

料等減免措置に関する調書」に必要事項を記

入の上、総務部税務課が発行する平成19年度

の「村県民税課税証明書」または「村民税・県

民税特別徴収税額通知書」の写しなど、村民

税の所得割課税額が分かる書類を添付し、７

月２日（月）までに、通園している幼稚園へ提

出してください。なお、小学１・２年生の兄

姉がいる園児を有する世帯については、補助

限度額が変わる場合がありますので、各幼稚

園にご相談ください。

●問 合 せ 教育委員会学

校教育課学校教育担当（内

線1414）

幼児教育費の負担を軽減する
補助事業を行っています

区　分

補助限度額（年額／円）

園児１人か同一
世帯から複数の
場合の第１子

同一世帯に園児
が２人以上の場
合の第２子

同一世帯に園児
が３人以上の場
合の第３子以降

生活保護世帯
および村民税
非課税世帯

村立 20,000 村立 38,000 村立 66,000

私立 141,900 私立 185,000 私立 257,000

村民税所得割
課税額非課税
世帯

村立 20,000 村立 38,000 村立 66,000

私立 107,600 私立 162,000 私立 250,000

村民税所得割
課税額（34,500
円以下の世帯）

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――

私立 81,700 私立 143,000 私立 245,000

村民税所得割
課税額（183,000
円以下の世帯）

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――

私立 57,500 私立 127,000 私立 240,000

※２人以上に所得がある世帯は所得割課税額を合算します。

■日　　時 ６月30日（土）　午後１時30分～３時
■場　　所 テクノ交流館リコッティ
■対　　象 高校生以上（30人程度）
■講　　演 演題／「出土鉄器の語る知恵」　講
師／吉川英樹さん（日本原子力研究開発機構
地層処分研究開発部門・理学博士）

■申し込み・問合せ 日本原子力研究開発機構
地域交流課（☎282-3470　FAX282-2309）へ申し
込みください。

サイエンスカフェ inリコッティを開催！
参加
費

無　
料

　村では、畑地の地力回復および風食被害防止の
ために麦の作付けを行う方へ補助金を交付します。
■対　　象 ①東海村畑作奨励補助金等交付申
請書を提出②村内の畑地（転作奨励事業対象
の陸田を除く）に麦を作付け③畑作奨励補助
金等実績報告書および該当農地に麦を作付け
した証明写真を提出――を満たす方

■補助金額 5,000円／ 10アール
■そ の 他 面積に応じて、麦種子（規格外）を
無料で配布します。

■申し込み・問合せ ６月15日（金）から29日（金）
までに、所定の申請書に必要事項を記入の上、
経済環境部経済課農業振興担当（内線1435）
へ申し込みください。

■日　　時 ６月22日（金）　午前10時～ 11時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の親子
■そ の 他 講話…子育て支援センター保育士、
音楽会…ボランティア「おたまじゃくしの会」
■申し込み 当日、午前９時40分から10時まで、受
け付けを行います（事前申し込みはありません）。
■問 合 せ 子育て支援センター（百塚保育所
内　☎270-5660）

トイレトレーニング講話とお楽しみ音楽会参加
費

無
料

麦の作付けに補助金を交付します

SCスマイルTokaiイベントのお知らせ
■期　　日 ６月13日（水）
■時　　間 ①午前９時30分～正午　②午後
１時～３時30分
■場　　所 役場行政棟東側玄関ロビー
■そ の 他 ①平成16年10月から、献血者の本
人確認を行っています。本人確認がお済みで
ない方は、運転免許証等の提示が必要となり
ます。②献血手帳・献血カードをお持ちの方
は、持参してください。
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

献血にご協力ください
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飲食物取扱従事者の保菌検査を実施します

　総務省と茨城県では毎月、労働力調査を実施
しています。この調査はわが国の失業率や雇用
の実態を明らかにする重要な統計調査です。調
査対象（無作為）に選定された皆様のお宅に調査
員が伺った際には、ご協力をお願いします。
■そ の 他 ①個人情報は保護されます。②「か
たり調査」にご注意ください。③調査員は、
知事発行の調査員証を携帯しています。
■問 合 せ 企画政策部政策推進課企画調整担
当（内線1335）

労働力調査にご協力ください！

大洗町●夏のイベント
2007ビーチバレー in 大洗

◆日　　時 ７月28日（土）・29日（日）　午前９
時～午後３時

◆場　　所 大洗サンビーチ
大洗海上花火大会

◆日　　時 ７月28日（土）　午後７時30分～９時
※雨天順延時：７月29日（日）

◆場　　所 大洗サンビーチ
盆踊りの夕べ

◆日　　時 ８月５日（日）　午後６時～９時
◆場　　所 大洗マリンタワー芝生広場

大洗八朔祭
◆日　　時 ８月25日（土）・26日（日）　午後３
時～９時

◆場　　所 大洗町内
OARAI CUP－サーフィン＆ボディボード－

◆日　　時 ８月25日（土）・26日（日）　午前７
時～午後３時

◆場　　所 大洗サンビーチ
2007茨城ビルフィッシュトーナメント

◆日　　時 ８月25日（土）　時間未定
◆場　　所 大洗マリーナ

問 合 せ
　大洗町商工観光課（☎267-5111）

となりのまちから

イベントガイド

笠間市●あたご天狗の森スカイロッジ・北山公園
　緑が美しいこれからの季節、ご家族やお友達
でキャンプやバーベキューはいかかですか。
スカイロッジ（愛宕山頂上付近にあるログハウスの宿泊施設）

　
北山公園

申し込み・問合せ
　スカイロッジ管理事務所（☎0299-45-6622）、
北山公園管理事務所（☎0296-78-3911）

種類 施設数 料金（税込み）
４人用 洋室４棟 16,800円（１棟１泊）
６人用 洋室４棟 25,200円（１棟１泊）
12人用 和室２棟 42,000円（１棟１泊）

バーベキュー施設 ８セット 2,550円（１セット、炭代込み）
※全室、バス・トイレ・キッチン・冷暖房完備

種類 施設数 料金
バーベキュー施設 屋根付き13炉、野外10炉 無料
キャンプ場 25区画 無料

※バーベキュー用備品（鉄板等）の無料貸出あり

■日 程 等 

■検査手数料 ①サルモネラ菌…700円／件②
サルモネラ菌・Ｏ

オー

-157…1,000円／件
■検査容器 各組合長、保健センター、ひたち
なか保健所に用意しています。
■そ の 他 当日は、採取便（検
査容器に採取したもの）、食品
衛生責任自主管理記録簿、連
名簿をお持ちください。
■問 合 せ ひたちなか保健所
健康指導課（☎265-5647）

飲食物取扱従事者の保菌検査を実施します

期　　日 時　　間 場　　所

６月11日（月）13：30 ～ 15：00 ひたちなか市漁村センター

６月13日（水）
９：30 ～ 11：30 ひたちなか保健所

13：30 ～ 15：00 ひたちなか市ヘルスケアセンター

６月27日（水）13：30 ～ 15：00 舟石川コミュニティセンター

７月２日（月）13：30 ～ 15：00 ひたちなか市へルスケアセンター

　６月27日を「東海村の日」として、対ベガルタ
仙台戦に、皆さんを無料招待します（Ａ席）。
■日　　時 ６月27日（水）　午後７時試合開始
■場　　所 笠松運動公園陸上競技場
■対　　象 村内在住の方
■そ の 他 チケットは当日、会場にて配布し
ますので、村民であることを確認できるもの
（免許証・名札等）をお持ちください。
■問 合 せ 教育委員会社会教育課文化・スポ
ーツ振興担当（内線1423）

水戸ホーリーホックの公式戦に無料招待！

第29回東海まつり

期　　日 ８月４日（土）　※雨天順延時：５日（日）

場　　所 駅東大通り

花火大会

期　　日 ８月 11 日（土）　※雨天順延時：12 日（日）

場　　所 阿漕ヶ浦公園

問 合 せ 東海まつり実行委員会事務局（☎
283-2141）

となりのまちから

イベントガイド
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-75

夢は…ホッケー選手
中丸小学校６年●倉

くら い し り ょ う が

石凌雅
ぼくの夢は、ホッケー選手です。
ぼくは５年生のときからホッケーを始めました。も

ともとあまり運動が得意ではなかったぼくは、お父さ
んにすすめられて、ホッケー少年団を見学に行きました。
試合の中で、友達が上手にパスやシュートをしている姿
を見て、ぼくもやってみたいと思ったのがきっかけです。
まだまだ友達のようにはいきませんが、味方同士で

パスをつないでシュートを入れたときは、とてもうれ
しくて、おもしろいです。だから、これからたくさん
練習をして、上手になりたいです。そして、大好きな
ホッケーをずっと続けていけたらいいなと思います。
ホッケーは、あまり知られていないスポーツなの

で、大人になったら、ぼくが活躍しているところをた
くさんの人に見てもらって、みんなにホッケーのこと
を知ってもらい、ホッケーが好きな人をもっともっと
増やしていきたいです。

ちびっこ
美術館

　

平
成
14
年
７
月
、
小
さ
な
産
声
と
と
も

に
、
長
男
・
響

ひ
び
き

が
誕
生
し
ま
し
た
。
や
っ

と
の
思
い
で
授
か
っ
た
わ
が
子
は
、
と
て

も
か
わ
い
く
て
天
使
の
よ
う
で
し
た
。
響

（
４
歳
11
か
月
）は
、
何
に
で
も
興
味
を
持

ち
、
や
る
こ
と
が
早
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
思
え
ば
、
こ
の
子
が
お
な
か
に
い

る
と
き
か
ら
、
私
の
子
育
て
は
始
ま
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

響
が
１
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、
二
男
・
樹

い
つ
き

を
妊
娠
し
ま
し
た
。
響
は
お
な
か
の
樹

に
向
か
っ
て
、「
早
く
出
て
き
て
ね
」「
元

気
？
」な
ど
と
話
し
掛
け
、
弟
の
誕
生
を

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
樹
の

誕
生
し
た
日
は
、
ち
ょ
う
ど
主
人
の
誕
生

日
で
も
あ
り
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
響
は「
い
つ
き
」と
は
呼
べ
ず
、「
い

つ
り
」と
名
前
を
呼
ん
で
、
頭
を
な
で
た

り
、手
を
握
っ
た
り
、と
て
も
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
樹
は
あ
ま
り
泣
か
ず
、

と
て
も
親
孝
行
な
子
で
し
た
が
、
１
歳
に

な
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な
る
こ
ろ
に
は
、

驚
く
ほ
ど
に
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
し
始
め
、
目

が
離
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
三
男
・
聖

こ
う
き

を
妊
娠
し
た
と

き
に
は
、
お
な
か
の
聖
を
大
事
に
守
る
と

い
う
よ
り
は
、
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
を

追
い
か
け
回
す
の
が
大
変
で
、
出
産
ま
で

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
出

産
直
前
に
私
が
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た

た
め
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
聖
に
は
、
触

れ
る
こ
と
も
窓
越
し
で
見
る
こ
と
さ
え
も

許
さ
れ
ず
、
私
だ
け
先
に
退
院
し
、
聖
を

家
に
連
れ
て
帰
れ
た
の
は
半
月
後
の
こ
と

で
し
た
。
私
の
せ
い
で
初
乳
も
抱
く
こ
と

も
し
て
あ
げ
ら
れ
ず
、
と
て
も
悲
し
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
か
ら
、
樹（
２
歳
11
か
月
）

と
聖（
11
か
月
）は
保
育
園
に
行
く
よ
う

に
な
り
、
や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
樹
は
、
朝

か
ら
た
っ
ぷ
り
遊
べ
る
保
育
園
が
お
気

に
入
り
で
、
毎
日
の
登
園
を
待
ち
切
れ

な
い
で
い
ま
す
。
お
迎
え
に
行
く
と
、「
マ

マ
ー
」と
大
き
な
声
で
抱
き
付
い
て
き
て
、

「
楽
し
か
っ
た
よ
」と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
す
。
聖
は
最
初
、
保
育
園
に
行
く

の
を
嫌
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

給
食
も
完
食
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
楽
し

み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
に
、
小
さ
な
い
す

が
３
つ
。
そ
こ
に
座
り
、
ニ
コ
ニ
コ
し

な
が
ら
お
菓
子
を
食
べ
て
い
る
姿
を
見

て
い
る
と
、と
て
も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　

３
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
く
て

も
頼
も
し
い
わ
が
家
の
宝
で
す
。
今
は

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
、

私
の
生
き
が
い
で
あ
り
、
３
人
仲
良
く

楽
し
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
、
素
直
に
伸
び
伸
び
と
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お散歩

　お友達と一緒に公園をお散歩した

ときの様子を描いてくれたのは、笑

伽ちゃん（５歳）。

　「お散歩も好きだけど、お絵かきや

折り紙も大好きだよ」と、名前のとお

り素敵な笑顔で話してくれました。

藤ふ

じ

わ

ら原 

智と

も

こ子

●みぎわ
幼稚園 河

か さ い え み か

西笑伽ちゃん

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。


